
合同チーム編成基準例

☆ 同一地区内に次のような学校(部)があるとき

（例）軟式野球部（合同チーム編成基準部員数：９名 大会登録可能人数２０名）

Ａ 中学校 Ｂ 中学校 Ｃ 中学校 Ｄ 中学校 Ｅ 中学校
軟式野球部 軟式野球部 軟式野球部 軟式野球部 軟式野球部

部員数 ４名 部員数 ３名 部員数 ７名 部員数 １１名 部員数 ５０名

１ Ａ中学校を中心に考えたチーム編成例

ＮＯ 編 成 例 参 加 可 否

１ Ａ＋Ｂ ＝ ７名 ９名以下のため参加できない

２ Ａ＋Ｂ＋Ｃ ＝１４名 ※特例として３校合同編成可

３ Ａ＋Ｃ ＝１１名 編成可能『Ａ・Ｃチーム』 ：１チーム

４ Ａ＋Ｄ ＝１５名 編成可能『Ａ・Ｄチーム』 ：１チーム

５ Ａ＋Ｅ(５～１６名)＝２０名 編成可能『Ａ・Ｅチーム』 ：１チーム
(最大人数)

Ｅ(ベストメンバーで編成)＝２０名 編成可能『Ｅ校単独チーム』 ：１チーム

Ａ校は大会参加登録可能最小人数の９名から最大人数２０名の範囲内において
希望する人数の選手をＥ校からレンタルすることができる。
但し、Ｅ校はまず最初に単独でベストメンバーを編成したのち、残りの選手の
中からＡ校の希望に応じ、選手をレンタルするものとする。

※当然、Ｂ・Ｃ校においてもＡ校と同様な合同チーム編成が可能である。
※（Ａ＋Ｂ）＋（D校もしくは E校）からレンタルすることも可。

２ 特殊なチーム編成例

ＮＯ 編 成 例 参 加 可 否

６ Ｃ＋Ｄ ＝１８名 編成可能『Ｃ・Ｄチーム』 ：１チーム

Ｃ＋Ｄから２名 ＝ ９名 編成可能『Ｃ・Ｄチーム』 ：１チーム
Ｄ(残り９名) ＝ ９名 編成可能『Ｄ校単独チーム』 ：１チーム

※２校の合計人数が最大登録人数２０名を上回る場合、ケガ等にも対応できるよう、
２１名～２８名の範囲内において、１チーム編成も可能とするが、複数校合同チーム
編成規定の趣旨から単独チームと合同チームの２チーム編成が望ましい。

３ その他の例

ＮＯ 編 成 例 参 加 可 否

７ Ｄ＋Ｅから９名 ＝２０名 Ｄ中学校部員数が登録人数２０名を下回っている
が、合同チーム編成基準９名を超えているため合同
チーム編成は不可


